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 第 1節 問題意識と研究目的 
 第 2節 研究の方法 
      ――調査対象の概要と特徴―― 
 第 3節 本論文の構成 
 
第 1章 先行研究の検討 












  1）資源依存パースペクティブ 
  2）協同戦略パースペクティブ 








第 3節 先行研究の限界と課題の提示 
 
第 2章 組織間信頼の形成・維持の基礎的メカニズム 





第 2節 組織間信頼の維持段階 
1．組織間信頼の維持メカニズム 
2．組織間信頼の維持メカニズムの限界 
第 3節 移行プロセス・モデルの提示 
第 4節 基礎的メカニズムの限界 
 
第 3章 経済的合理性のみでは説明のつかない組織間信頼 
第 1節 縁故に基づく信頼 
1．経済的合理性のみでは説明のつかない組織間信頼 
2．縁故に基づく信頼 




第 4章 組織間信頼の形成要因 
第 1節 個人間信頼 
    1．組織間信頼の形成における個人間信頼の役割 
    2．境界連結者の捉え方 
    3．組織間信頼の形成における境界連結者の役割 
第 2節 制度 
    1．組織間信頼の形成と制度についての議論 
    2．新制度派組織論における制度の捉え方 
     （1）1990年代までの新制度派組織論 
（2）1990年代までの新制度派組織論と組織間信頼 
     （3）2000年代以降の新制度派組織論 
    3．制度と規範 
第 3節 規範 
    1．組織間信頼の形成と規範についての議論 
    2．組織間信頼の形成における規範の役割 
 
第 5章 組織間信頼の維持要因 
第 1節 知識 
    1．知識型信頼再考 




第 2節 アイデンティティ要因 
    1．組織間信頼におけるアイデンティフィケーション 




第 6章 組織間信頼の事例研究 
――産業集積の共同受注グループにおける組織間信頼の 
形成・維持について―― 










    （2）共同受注の仕組みと内容 
    （3）共同受注におけるマニュアル 
    （4）創業期・成長期・成熟期 
      1）創業期（発足前，および，2003年から 2004年まで） 
      2）成長期（2005年から 2009年まで） 
      3）成熟期（2010年から現在まで） 
第 3節 京都府南部における京都試作ネットの事例 
1．産業集積の概要 
2．京都試作ネット 
    （1）設立経緯と概要 
    （2）設立母体（機青連）との関係 




  1）創業期（発足前，および，2001年から 2005年まで） 
  2）成長期（2006年から 2010年まで） 
  3）成熟期（2011年から現在まで） 
 第 7章 組織間信頼の形成・維持メカニズム 
第 1節 事例分析 
    1．事例の比較 
     （1）主な特徴 
     （2）リンケージ企業の存在 
    2．組織間信頼の形成・維持要因 
（1）相手組織との事前の関係性 




  1）評判や情報を通じて得られた知識 
  2）知識の共有について 
  3）組織間コミュニケーション 
（5）アイデンティティ 
  1）社会的アイデンティティ獲得と再カテゴリー化について 
  2）価値の共同創出 
    3．発見事項 
 第 2節 結論 
――組織間信頼の形成・維持メカニズムの提示―― 
終章 
第 1節 議論の総括 
第 2節 貢献と限界，今後の課題 
   1．本論文の貢献 
   2．本論文の限界，今度の課題 
  
































第 1章 先行研究の検討 
組織間信頼の捉え方・組織間信頼の類型・分析の視点 





















第 3章 経済的合理性のみでは説明のつかない信頼 
縁故に基づく信頼・研究の範囲限定 
第 4章 組織間信頼の形成要因 
組織間信頼の形成要因の検討・形成から維持への転換 
第 5章 組織間信頼の維持要因 
組織間信頼の維持要因の検討 
3．本論文の概要 










































































組みなどについてみていく。   



































































                         
 
 
 
個人間信頼 
相手組織への 
信頼 
組織間信頼 
形成 
〔縁故に基づく要因〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
事前の交流 
共通認識 
共同受注グループ 
 
 
社会的アイデンティティ 
知識共有 
アイデンティフィケーション 
 
 
 
価値の共同創出 
組織間信頼 
維持 
〔意図〕 
 
 
 
 
 
共通目標 
理念共有 
〔能力〕 
 
 
 
情報共有 
情報・評判 
〔意図〕 
 規範形成 
〔意図・能力〕 
 知識共有 
経済的合理性 
共通経験 
コミュニケーシ
ョン頻度の高さ 
社会的アイデン
ティティ 
 
